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1. はじめに

日本語の動作・作用を受ける相手、対象のニ格に相当する韓国語の助詞は“ege/e1" であ

る。通常、先行名詞が無生物の場合は“e"を、有生物の場合は“ege"を用いるとされる。

(1)日豆一到 ~èl 一例 1 ddj習し!日.

talo・uiuigyeon-笠chanseonghabnida.

太郎の意見に 賛成します。

(2)ユ一七三豊01一日1Jil九日::L223習恕じ卜 (李 19862)

geu-neun doli-銘立galagomyeonglyeonghaessda. 

彼 はドリに行けと 命令した。

(2)のように先行名詞が有生物の場合、日韓で違いが見られる。日本語はニ格一つで、表す

ところを韓国語は“ege"の代用形態3として三つの形態(、ante"、“deoleo"、“bogo") 

を用いることができる。

(3)コーと量01-告日1/日目/22万己r::L2 23~ 恕口. (向上)

geu-neun doli七antel deoleo/boe-~galago myeonglyeonghaessda. 

彼はドリ 行けと 命令した。

上記の説明をまとめると以下となる。

国相手のニ格 面 jiege(有生)(hante/deoleo/bogo]

e (無生)4 1 

l例文のローマ字表記は、文化観光部告示「第 2000-8号(2000)Jに従う。本稿におけるローマ字表記は、先

行研究の例を含め、全て筆者によるものである。助詞の訴にはハイフン(一)を入れておく。

2 日本語訳は筆者によるもので、ある。文法性の判断は李(1986)による。

3最初にf代用jという表現を使ったのは、喜(洪 1947)である。ヨド(1986)で「代用形態jという表現を使って

いるが、本稿もこれに従う。そして、“ege"の尊敬形としてr7Jll(kke)Jが存在するが、これは代用というよ
り文体による違いで、あると考えられるため、本稿の対象外とする。

4 ここでの“ege(有生)"と“e(無生)"は、とりあえず、現段階での記述となる。
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ここで、以下の例を見てみる。

(心部し}呈一閃万In吉田/*自白/女5:!..JJ..JJ.巴-01包忍0.

hanako・egelhante/* deoleo/*bogQ gomin-i saenggyeossda. 

花子 悩み事が 出来た。

“ege"が使われた(4)を“hante"に置き換えることは可能であるが、“deo1eo"と“bogo"

との置き換えは許されず、“ege"の代用形態として自由に用いることはできない。

一方、冒頭で“e"と“ege"の使い分けは先行名詞が有生物か無生物かで区分されると

したが、以下のような例についてはどのように説明すれば良いのか。 (5)の「その若い映画俳

優Jは有生物であるが、無生物に付くとされる“e"をとる。

(5) 10日召，ユ召さ包.21~H ♀-OH 窪 8üH んi 忍号一豊平101 仁}娘。-

lOnyeonj印n，geuj印，lmeuny'ωnghwabaeu宝Y印19wanghea田ojeon伊.l{Ceul伐wieodanyeotda.

10年前、その若い 映画P非優 に 剣玉し 全国を 飛ひ潤った。

本稿は、最終的には日韓の与格助詞の対照を目指すものであるが、ここでは、その一つ

の段階として韓毘語の与格について検討を行うものとなる。日本語で、はニ格一つで、示され

るところが、韓国語ではなぜ三つも異なる代用形態が存在するのかが本稿の出発点である。

従来の研究では、“ege"の代用形態である“hante" に焦点が置かれたものが多く、

“おoleo"と“bogo"は周辺的なものとされ、その詳細まで記述されたものは少ない。

そこで、本稿は“ege"と“e"、そして“おoleo"、“bogo"を研究対象とし、それらの

意味機能と生起条件について検討を行う。例文は、コーパス5から採集したものについては

出典を示し、それ以外のものは作例である。

2. 先行研究の概観

2.1 中西(2010)

中西(2010)は、ニ務と“ege"を対照研究したもので、“ege"にはあってニ格にはない機

能として以下のような例文を挙げている。

(6)a.ユ人}吉-01し}一出方|祭0.

geu salam -i na主宰金wassda.

b. *その人が私に来た。 (p.27) 

5 出典は、最後の用例出典を参照されたい。
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ニ格は、 (6b)のような「有生物6十ニjの場合、到達点、として機能することはないとした。

しかし、日本語でもこのような文が成立する場合がある。

(7)手紙が花子に行った。 (和気2002:46)

和気(2002)は、 (7)が成り立つのは「事象の完了H寺にモノがヒトに所有されるという読みが

可能な場合には、ニ格の項にヒト名詞が立てる。 (p.46)Jと説明している。和気(2002)の議

論に照らすと、 (6b)のような文が成立し得ないのは、ヒト名詞が空間としてその中にヒト名

認全体を物理的に内包させることができないためとなる。

中西(2010)は、ニ格が有生物を含め、具体物を包括するような空間を表すことはできない

とし、ニ格の性質を「対象の平面化jとみた。一方、“ege"は、「到達点Jと「所有者jの機能

を持つため、具体物を包摂する空間を持たない有生物に具体物の所持を許すスペースを与

える働きをするとし、“ege"の性質を「対象の空間化jとしている。

このようにニ格と“ege"の性質に違いがあることを確認したところで、韓国語の“e

と“ege"の先行名詞について考えてみる。

論者によってはこれらを変異形と見る立場と完全に別個の助詞として見る立場に分かれ

るが、これについて本稿は立ち入らない。何れにせよ、先行名詞の意味特徴を生起条件と

する見方は基本的に妥当であると考える。しかし、以下の(5)、(8)のような例が確かに存在

することを考えると、先行名詞で使い分けされるとする従来の記述の妥当性については再

度検証する必要があると考えられる。

中西(2010)でも「有生物十“e" について触れている。 (8)の“ege"は筆者による迫力1]で

ある。

(5) 10日忍，コ認さ包露出♀一日1/011万|寝苦掛川忍弓一審平1(}j D沼口再掲)

lOnyeon jeon， geu jeohneun yeonghwabaeu宝生監yeol伊ranghea田ojeongug-eul抗wieodanyeotda.

10年 前、その若い 映画。何憂 に 索活王し 全国を飛ひ酒.った。

(8)とこ叫至宝日|丈1Udl ~ tll O~ 日|しi 土土日)-011/011:Jil世恕(}j.2.中西2010:32)

nobag jokobichi Cseleubia teniseu seuta)-~笠区旦 banhaesseoyo.

ノバグジョコピッチ(セルピアのテニススター)に惚れました。

中西(2010)は、「有生物十“e" は、先行名詞が集合名詞か概念語として捉えられる場合

に多く観察され、 (8)のような単数の存生物の場合は、「白色}口(惚れる)、望書出口(熱中する)、

01丈!日(狂う)、き33告と刀1D(同情する)などの場合に多く観察される。[中略]r(距離を置い

て向かい合う)相手jに一方的に働きかけるゲースである(p.32)Jと述べている。中西(2010)

の取り上げた例は、「快感を感じる、同情するJなど、感情動詞が多く、感情などの移動の方

6 中西(2010)は、 f有情物jとしている。
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向が一方的で、あることは確かである。ところが、以下のような例はどうであろうか。

(9)百人トと印刷一昨I/01IJiIきごとき一室皆含恕口. [東亜呂報 2008]

geomsaゴleunissi-虻銘皇gongsojang-eulbalsonghaessda. 

検事 は李氏に 公訴状を 発送した。

(9)は、 (5)と(8)同様、単数の有生物が先行しているが、述語は感情動詞ではない。また、

中西(2010)で「有生物十“e" の例として挙げているのは全て 3人称であるが、 1・2人称に

は“e"が後接できないのかという疑問が残る。

このように、“e"は単に有・無生物の違いによって使い分けされるとは限らず、これにつ

いては条件を新たに見直す必要がある。

2.2 仲村(2006)

仲村(2006)は、ニ格と“ege"を対照研究したものであり、代用形態について本格的に論

じたものではない。その中で“hante"、"deoleo"、“bogo"について触れているが、“ege"

と“hante"は意味の差はなく、文体によって使い分けされるとし、“deoleo"と“bogo"

は、対象を直接見ながら話す場合、間接引用文、「話すj類の述語と共起する場合を生起条

件として挙げた。また、“deoleo"と“bogo"は、“hante"より使用範囲が狭いという。

しかし、“deoleo"と“bogo"の生起条件についての記述には疑問が残る。例文(10)の文

法性の判定は仲村(2006)による。

(10)担盟主宰組問i苅/きさ5を印/??墨色5日目/*き侶5:!.JJ.国州コ}蚕口ユユ穀仁~. (p.29) 

jeonhwa-lo dongsa日19-~田Ihan蛇斤?deoled六加zonalssi・gajohdagohae錨da

電話で弟 に 天気がいいと言った。

(10)が間接引用文であるにもかかわらず、“deoleo"と“bogo"の使用が不自然なのは、

電話という手段を通じており、会話場面が直接対面している状況という条件が満たされて

いないためと説明している。状況を変えて(ll)を見てみよう O

(ll)コト憲引量一室盟問きさ』ー凶Jil/~当日I!??日目/E13 単品トコ}雲口三主主口.

gae吐haneul-eul加myeodongsaeng-e配Ihan包斤?deoledbogQnalssi-gajohdago hae鎚da.

秋 空を見ながら弟 に 天気がし¥¥;¥と言った。

(ll)は、弟に直接話しかけている状況を想定した文であるが、“deoleo"の不自然さはさ

ほど変わらない。また、(10)における“bogo"の使用は仲村(2006)では非文としているが、

筆者には自然と感じられる。
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仲村(2006)のいう直接話す場面ということが“deoleo"と“bogo"が出現するための必須

条件であるのか疑問である。また、仲村(2006)の議論によれば、“deoleo"と“bogo"はi司

じ条件で代用可能であるはずであるが、 (11)のように“deoleo"だけが落ち着きがよくない

ことをみると両者が同等の性質を持つとは言いがたい。

2.3 本稿の課題

ここまで明らかになった点や本稿で検討すべき点をまとめる。

1)ニ格と“ege"は、有生物に後援するとき違いが見られる。

韓国語においても“ege"と“e"は有生物をとる場合に検討すべき問題があった。無

生物だけをとるといわれる“e"も有生物に後援することが可能であると考える。ここ

では、“e"が無生物とだけ共起することへの反論を提示する。

2)“deoleo"と“bogo"の生起条併二について詳細なところまで検討した研究が少ないなか、

これらを一括りに扱う傾向にあった。しかし、大まかな検討を通じ、両者の生起条件

が一致しないことを確認、した。それぞれの生起条件について検討を行う。

3. “e"の意味機能一無生物化

“ege"と“e"は、先行名認が有生物か無生物かで使い分けされるといわれる。しかし、

中西(2010)でも言及されているように、“e"を有生物に用いる場合がある。中西(2010)はrhii 

数の有情物の場合、感情動詞との結合が多く見られるjとしたが、そのj文例として本稿は以

下(9)を挙げ、検討の余地があることを示した。まずは、この問題について考えるべく先行

名詞が 3人称の例を挙げ検討を行う。次に、 1・2人称の場合について考える。

(9)と(12)は特定の人物に、そして(13)と(14)は集合名認にそれぞ、れ“e"と“ege"が後接

する伊!である。

(9)百人ト七三 01州一日1/011JlIきことをま一室皆会恕口. (再掲)

geomsa-neun issi-~豆盟 gongsojang-eul balsonghaessda. 

検事 は李氏に公訴状 を 発送した。

(12)主日早引人}豆人I-Oll/OJI苅望書出七三人}官蓋.

cheumabukisatosi -~笠E笠 yeolgwanghaneun salamdeul. 

[東亜日報 2008]

妻夫木聡 熱狂する 人たち。

(13)土日量一郎/OJIJlI~自答夫j ~ J;Jコ|刃己1霊安天|安司ひ丸一

seutadeul-~皇位 millyeojomcheoreom jagi jarireul chatji motadaga、

スターに押されてなかなかポジションを得られずにいたが、

(中西2010:21)

7 “ege"の例として取り上げられた文であり、“e"は筆者による。 a本語訳は中西(2010)によるもので、
“seutadeul (スターたち)"を「スターjと訳しているが、中西(2010)では集合名詞とされている。
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(14) (}j自主号巴量一明1/011Jilフi苦手目剖01苅企-2t吾妻奇却さ巳|

[ノーカットニュース 2008.7.18]

eoryeoun gungmindeur主I盟主gippeumjuryeoreijeosyo・wabulkkotchukje junbi 

生活の厳しい国民 に喜びを与えようとレーザーショーと花火大会準備

結論からいうと、本稿は“e"をとる先行名詞はf無生物化jが行われたものと考える。本

稿における無生物化とは、有生であるものを無生として捉え直すプロセスのことであり、

無生物化には領域の拡大が前提となる。領域の概念に関しては、中西(2010)で“ege"を「対

象の空間化jとしている点に通じる。中西(2010)は、「明日I[筆者注“ege"]は先行名詞の有

情性を維持しつつその周回に空間を設定する機能を有する(p.29)Jと論じている。

本稿は、このような領域を“ege"だけでなく、“e"が有生物をとるときにも深く関与す

る性質であると考える。 (9)の「李氏J8の場合は、公訴状が到達する地点としての空間、すな

わち、「李氏Jとしづ人物を取り囲む領域をf李氏の家に公訴状を送るjのように拡大するこ

とができる。また、 (12)の「妻夫木聡jの場合は、表面上は特定の人物としてしか捉えられな

いが、解釈上はr{~I:優業をしている人物j の活動を、その人が持つ領域として広げることが

できる。

一方、(13)と(14)の「スターj、f密民jは集合名誌であるが、中西(2010)でも感情動認の例

文を挙げ、集合名詞や複数名詞の場合、"と結合するとしている。(12)は感情動詞で、はな

いが自然であることから、少なくとも感情動詞である必要はなさそうである。集毘・組織な

どの群れを表すこのような集合名詞は、特定の個人を指すわけではないため、最も無生物

化しやすい名詞であると考える。

以上で、 3人称単数の有生物である場合、領域の拡大の意味を持ち得て無生物化が容易で

あるものや集合名詞は“e"をとることが可能ということを確認した。

次は、人称代名詞について検討を行う。

(15)百人}ーとしト/じ1/ユ(ユ川智9)一六日1/ 011M きこと~-量 EJ告支~D. ((9)の修正)

geomsa-neun na/neo/geu(geu saram)-主位臨gongsojang-eulbalsonghaessda. 

検事 は私/あなた/彼 に 公訴状を 発送した。

(16)a.コーとし}一*問I/01IJii位雲一室 E出季，包有一室還忠仁t.

geu-neun naて豆鑓皇seonmul-eulbonaen hu， yeonlag-eul kkeuneotda. 

彼 は私にプレゼントを贈ったあと、連絡を切った。

b.合01ーとは/コ(コ人}官)一女間1/011Jil担量一室 E出竿，白星I一室還忠仁t.

suni-neun neo/geu(geu saram)-白血盟seonmul-eulbonaen hu， yeollak-eul kkeuneotda. 

スニはあなた/彼 ζ プレゼ、ントを贈ったあと、連絡を切った。

8伊j文に関する議論の際、{更宜上、日本語で表記する。

9韓国語における 3人称代名詞は、“geu(彼)"も使用されるが“geusaram(あの人)"の方が自然である。
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(17)しr/L-i一大開/Oll Jil望&or皆川智量 ((12)の修正)

na/neoで豆金g豆yeolgwanghaneunsaramdeul. 

私/あなたに 熱狂する 人たち。

(18)コ(コ片言)一例I/Oll苅望書出世人}宮吾 ((12)の修正)

geu(geu saram)ぜ銘笠yeolgwanghaneunsaramdeul. 

彼 熱狂する 人たち。

上記はト3 人称代名詞が使われた例文であり、(15)~(1 7)で示されたように 1 ・ 2 人称代名

詞はどのような文においても“e"をとることはできず、非文である。 1・2人称については

後で述べることとし、ここで注目するところは、 3人称単数や集合名詞の場合は動誌を関わ

ず成立すると前述したが、(15)と(16b)の3人称代名詞の場合は、非文となることである。

3人称代名詞の場合は成立が難しいと考えられるが、相手が不特定の人物か特定の人物か

によって許容度に差が現れると見られる。その理由として無生物化が容易にできないこと

が挙げられる。(15)と(16b)は特定の人物である場合、 (19)と(20)は不特定の人物を指す。

(15) 百人トとコ(コ人}宮)一大部き土~-雲監含恕口 (再掲)

geomsa寸leungeu(geu saram)-*e gongsojang-eul balsonghaessda. 

検事 は私/あなた/彼 に公訴状を 発送した。

(1 6)b. 合 01 ーとユ(コ人}宮)ー*問i 出雲一審~日竿，包有一曇器忠口再掲)

suni-neun geu(geu saram)ー主seonmul・eulbonaen hu， yeollak-eul kkeuneotda. 

スニはあなた/彼 にプレゼ、ントを贈ったあと、連絡を切った。

(19)引日|己ト目|苅ぎ包望号-llr01喜一室コ1Q:l or白ユ片言一日i 史と却さ~~

告き_0亘書22苦言キ忠仁r. プライム経済産業 2010.4.12)

kamera-e jeojangdoen eolgul-gwa ireum-eul gieokhayeo geu saram主 manneun

choejeogui hwangyeong-euro chwaryeonghal su itda. 

カメラに保存された顔と名前を覚えてあの人(彼)に合った最適な環境で撮影できる。

(20) ~01;::1 訟をと子三フト雲起毛針2 ユ片言一日1 5:.宮 -01 5:.1 と~~-虫色オ苦一室

疋lきuH… [プライム経済アウトソーシング一般 2011.10.18]

boiji anneun nugunga-reul seoldeukhago geu saram主 doum-i doeneun jeongbo-wa 

sangpum-eul jegonghae... 

(目に)見えない誰かを説得しその人(彼)に役に立つ情報と商品を提供し、

(19)は日本語では「彼Jと言えないが、需品のメリットについて述べている記事であり、

「彼Jは一般の人、つまり不特定の人物を指す。 (19)と(20)の“e"は、不特定の有生物を相

手にとるため、無生物化しやすく“e"が許容される。 (15)と(16b)の“e"が特定の相手を

とる場合は、結合する動詞に制限されると考えられるが、詳細は今後の課題としたい。
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ところで、用例数は非常に少ないが、以下のような用例が見られた。

(21) しI~，コ L~ 一明ID九九J34当日. [へラノレド経済生活/文化 2011.10.6]

niteu， geunyeo-豆dagagagosipda. 

ニット、彼女に近づきたい。

(21)は、記事の題名であり、「ニットを着ている女性が魅力的で近づきたくなるjという意

味である。「ニットjという衣服でもって女性を指示するというメトニミーであるので、 f彼

女jを無生物化しやすい。

したがって、無生物化はは人称十“e" の許容度に影響する一つの要因と考えられる。

一方で、(17)と同じく「熱狂するjと結合する(18)の 3人称代名詞の場合は自然であるが、

これは動誌の性質によるものと考えられる。「熱狂するjのような感情動詞は、原因となる

対象を要求する。有生物をとっていても、原密となるのはその有生物に関わる行為や属性

であるため、有生物が持つ領域を拡大させることが容易である。 (12)や(18)の「妻夫木聡/彼j

に対し「熱狂するjという行為の原因となるものはーっといえないだろう。

以上をまとめると、 3人称単数や集合名訴は動詞に制限がなく“e"をとるが、 3人称代

名詞の場合は感靖動詞と結合する場合“e"が自然であり、感情動詞で、ない場合は相手が特

定できるか否かに影響されると考える。

ここまで 3人称の問題を押さえたところで、 1・2人称代名誌について検討する。

(1 5)~(1 7)の例で 1・2人称代名詞は“e"は非文であることを示した。しかし、表現を加え

ればr1.2人称代名訴十“e" が成立することとなる。以下、例文を挙げる。

(22)豆自主ーと♀己1Lt /L-j/ユ見出一民I~ きま一室刀|丈iと刀 oH=3:! 01 D. 

point-neun uri na/neo/geu jasinを yeonghyang-eulkkichineunga haneun geonnida. 

ポイントは我ら私/あなた/彼自身に影響 を与えるか ということだ。

(23) L-j土ごと豆一例i巴苅妻宅創出. [東亜日報 1990]

neo seuseuro-εmeonjeo hokdokhaera. 

あなた自身(=己)にまず厳しくなれ。

(24)a.与子-5:しト*日1/011JiIC;起型忠一及川辺一雲 LHO量キ 21口せ習01口.

{東亜日報 2002]

nugu-do na-*e/皇室笠dakchiljilbyeong-gwa sago-reullaedabol su eopdaneun jeomida. 

誰も私に差し迫る病と 事故を見通すことはできないという点だ。

b_しr/じl/ユ却とj一日i号室翠忠-:ill人r.=iJ.-警はじ}曇キ 21仁}と忍OICr.

na/neo/geu jasin-豆dakchiljilbyeong司gwasago-reullaedabol su eopda neun jeomida. 

私/あなた/彼自身ζ差し迫る病と事故を見通すことはできないという点だ。
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上記の伊iは、“e"に先行する名詞が「自身J、「己jといった形式10が使われている点で共通

する。 (24a)は実際には“ege"が用いられた文で、“e" に置き換えると不自然となる。し

かし、 (24b)のように“e"に「自身Jを付け加えると人称を関わず“e"が許される。

韓国語で f 自身j 、 f弓 j といった形式は、強調の用法を持つとされる(~(金 2005))。このよ

うな形式は、前接の人材、代名詞を指示しており、指示を二重化することによって“e"がと

りやすくなると考えられる。 f自身J、「己jといった形式についてはその機能を含め考える

必要があるため、今後の課題とする。

最後に残る問題は、なぜ 1・2人称が不自然なのかということである。 3人称に比べ、 1・2

人称の落ち着きが良くないのは、一言でいえば、無生物化が難しいためであると考える。 3

人称は、その場に存在しなくても良く無生物として扱いやすいため、上述したように有生

物が持つ領域を拡大させることが容易である。しかし、 1・2人称は語り手や開き手であり、

その場に存在するため、自の前の存在を無生物化することが難しいと考えられる。

本稿では、単に先行名詞の意味特徴で“ege/e"が使い分けされるのではなく、“e"はあ

る条件下で有生物とも結合することを確認した。無生物化というプロセスを経た有生物は、

3人称に眼って“e"をとることが可能であり、 1・2人材、でも「自身j、「己jなどの形式を付

力目すれば“e"が用いられることを明らかにした。

4. 代用形態“deoleo"と“bogo"の生起条件について

ここでは、“ege/e"の代用形態とされる“deoleo"と“bogo"の意味機能及び生起条件に

ついて検討を行う。

4.1 “deoleo"の生起条件一使役性

先行研究でもしばしば指摘されているように、“deoleo"とよく共起する述語は「話すj類

である。また、「命令するJなどの使役性を帯びるものとの結合も多い。

(25)とさ組出ーさひき01Jdし}一日白川1015:!. 2r~îJ. Ot匁口. [良い考え 2000]

seonsaengnim-eun da tteudeoseo na-.d笠叫盟seeobolago hasyeossda. 

先生 は全部開けて 私に数えてみてとおっしゃったq

(26) 01 ():j):}一奮し}一日目型包天|己}と ~OlOF? [ユン・ホンギル 1987]

i yeoja-reul na註盟並Qchaegimjilaneun maliya? 

この女を私に 責(:8討もってし 1うの(事床なの)。

これは、“deoleo"の語源を辿ってみると納得の行く現象である。与格助詞の形成につい

10 r自分Jに当たる韓国語の語として、 rXrJI(自己)jとrxtと!(自身)jの二つの表現がある。厳密にいえば前者

は肉体的な面を、後者は精神的な面を指すと考えられる。 fこと土豆(seuseuro)jは日本語の「己、自らjに相
当する表現である。
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て先行研究(金 1982、李 1986、昇(柳)2008など)では、“deoleo"の語源を動訴から成るも

のとしている。“deoleo"は、苦手j詞ro己10 (darida) Jから発達したもので、「仁}己10 (darida) J 

の意味は、 f呂下の人を身近に撞いておく、または付きまとわせるjである。“deoleo"が、

使役性を帯びる文でよく用いられるのは、このような原意に基づくと想定できる。

ここで、使役性についてさらに考えてみる。

(27)豆己ト日出習を1-01己}主空襲-01日間宮目立半号殻XI.

ユ想日LIot手フj制郡日目二戸. [ソン・ヨン 2003]

lola-.d豆込豆金jamkkaniladomodeh doeeodallago butaghaessji. 

geulaessdeoni aju gippeo hadeolagu. 

ローラにちょっとだけでもモデルになってほしいってお}頗いしたの。

そしたら凄く喜んでね。

(28)じiーとさき丸呈史lOi!と子コト U一日出雲忠明? [ハ・イルジ 1993]

neo・neunjamjako iseo! nuga neo-deol岱 mureoseo?

あなたは黙ってて!誰があなたに 開いた。

(29)ユ岩吾さをJj! UE~ ヒfSと)-g し}一日白書安 ~o 日空}人}創口平交~OiB. 

[クオン・ジイェ 2002]

ge国国 jomne可gena回nan出ngs町eunna-生活包bomkk吋ù:x地 d印 hw部泣ladagoh服部的~o.

その毘少し溜工て現れたあなたは私 に春の花より・もっと華やかだと言し 1ました

(25)~(29)は、全て発話動詞が使われている点で共通する。しかし、異なる点は、 (25)~(28)

は相手に要求なり働かせる意図が感じられるが、 (29)はそのような意図が感じられず、使役

性を帯びない。言い換えると、使役性が強く感じられない状況でも“deoleo"の標示が可能

ということとなる。

すると問題は、“deoleo"は他の代用形態とどのような意味約違いをなすのかということ

である。さらに以下の例を挙げ、検討する。

(30) 回見 OH 呈ーさ〔片刃 OH- !:i~Jl/大日白河ーと芭一日|己 2 2:-1' 01 日，

自司1-豆之1-22:-1'010，♀|コ出巴対キム・ヨンハ2001]

namjaaedeureun nyeojaae-.bof!.o/*deoleQ gyaeゴleunjib-e gan moyangida， 

ttan de-ro gan moyangida， mwo geureomyeonseo. 

男の子たちは女の子にあの子は家に帰ったみたい、

他の所に行ったみたい、そんなこと言いながら。

(31) しトEJl!??日目白 OH 訪日巴 ~I 包 OH. [キム・ヒョンヨン 2000]

天}コ i 雪印し卜霊室E主主}史亙!善之Jーをf 日|人 i 歪~出口巴刃|乏j OH. 

na-bof!.o/??deoleQ yeonaeharadeon白r可ibae.
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jagi halmeoni-reul palpalhan meotjin chonggak-hante s出pbonaendadeon gyejibae. 

私ζ恋愛しろと言ってた小娘。

自分のお婆さんを若くてかっこいい男性にお嫁にいかさせると言ってた小娘。

(32) 翠喜叫一目i 全日制杢忍平-t しトE~!??日目 ßtOI 歪コ I~ 九日立恕仁ト

gyeolhonsig-e chodaehae jun chingu-neun na-bog-ol??dω蜘 manijeulgigo garago haetda. 

結婚式 に招待してくれた友だちは私 ζ たくさん楽しんで、帰ってと言った。

(30)~(32)は、もとの文は“bogo" が使用されたもので、 (25)~(29) と同じく (30)~(32) も発

話動詞を用いている。しかし、 (30)のような使役性を帯びず、相手にどのような働きかけも

なさない文では“deoleo"は非文となる。また、 (31)と(32)のように相手に何らかの働きか

けは行っているものの、それが相手側にマイナス的な影響を及ぼすような行為でない場合

は“deoleo"は不自然である。また、 L2の例(11)を再度取り上げると、この文には感想を

相手鎖，IJに伝えるだけの文意しか読み取れず、使役性は感じられない。そのため、 {'il村包006)

の主張する直接対面の状況を想定し、文脈を変えても“deoleo"の不自然さは変わらないと

判断される。

(29)は、唯一使役性を帯びない文で“deoleo"が許容される例であるが、これについて現

段階では反例として残るが、“deoleo"の与格として機能がうかがえる例文ともなる。

要するに、述語が発話動詞で使役性を帯びる場合は、“deoleo"が問題なく言!こされる。が、

使役性が弱し 1か、あるいはない場合には“deoleo"の許容度が低い。

ところで、“deoleo"が他の与格と異なる点として、二重与格助詞の使用が可能である 11と

いうことが挙げられる。二重与格助認は、同じ与格でありながら“hante"に“deoleo"が

後接するようなものである。基本的には、“deoleo"は“hante"としか結合しない。これ

は使役性とも関連付けて説明できる。

(33)謹キーさf日!日目コ万九天iユ}22.t ~ uH. 

cheolsu・hantedeoleQgeugeo gajigo olago hae. 

チヨノレス に それ持ってこいと言って。

“hante"と“deoleo"の格機能が同一であり、“hante"が与格の機能を担うと仮定する。

すると“hante"と“deoleo"は格の機能が衝突してしまう。しかし、“deoleo"が付加的意

味要素を加えると考えれば解決する。ここでいう付加的意味要素とは、使役性である。

[表面的意味] チヨノレスに持ってくるように言う。

{意味添加} チヨノレスに持ってこさせる。 i十伎役性]

11 この現象はネイティブチェックの結果、個人差があるようである。文法化の過程で個々人の受け入れ方

に差が現れた結果と推定する。これを“deoleo"が他の代用形態より格助詞としての機能が特殊であると
解釈するべきか、それとも格助詞としての機能が他より弱し、とするべきか、より検討が必要である。
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{表出] チヨノレス[訟監豆-坐d回]それ持ってこいと言って。

与格 使役

上記のような議論に基づくと、与格である“ege"も“deoleo"に前接することが文法的

に許されるはずであるが許容されない。これは文体の矛盾によるものと考える。“hante"

と“deoleo"は話しことばで用いられるため違和感がないが、“e伊丹は書きことばでよく用

いられるため文体的な矛盾により相容れない。

上記の議論は、使役性を帯びない例として取り上げた例で“hante-deoleo"の使用が不自

然であることが裏付けとなる。

(34)大旨天tOH量ーさ白刃OHーを日目白河-tf包一日|苫 22}0IO， ((30)の修正)

namjaaedeureun nyeojaae-hantedeoleQ gyae-neun jib-e gan moyangida， 

男の子たち は女の子 に

(35) 大し}ーを}日!日目白 OH 出品目 JH~OH 

あの子は家に帰ったみたい、

((31)の修正)

na-hantedeoleQ yeonaeharadeon gyejibae. 

私に恋愛しろと言ってた小娘。

(36) 大型平ーとしト告白1[.，己十世 01 雲コ I~ フ}己}工l 恕口. ((32)の修正)

chingu -neun na -hantedeoleQ mani jeulgigo garago haetda. 

友だちは私 に たくさん楽しんで帰ってと言った。

4.2 “bogo"の生起条件

“bogo"を取り上げた研究のほとんどは、それを文法化が進んだ結果と見るか、あるい

は、その途中にあるものと見るかについて論じているものである。

まずは、議論の出発点として“bogo"の語源について触れておきたい。“bogo"は、

“deoleo"と向様、その語源は動詞r(-eUUboda ((-ヲ)見る)Jから成るものであり、動詞の活

用形が助認として残ったものである。語源と関わる問題については再度取り上げることに

し、次は、“bogo"の生起条件について検討する。

仲村(2006)は、“bogo"の出現条件として、直接対話する場面を想定することを挙げてい

る。しかし、必ずしも聞き手が眼前に存在しなくても良いと考えられる。

(37) (}j CHしiーと 3~当担，しト.t:i:!.~子|号訴己}と9.l人ト墨 Ot 出天1-雲芸部 E想仁t.

eomeoni-neun 3il jeon， na主盟Q gwigukharaneun uisa-reul abeoji-reul tonghae jeonhaetda. 

お母さんは 3目前、私に 帰思しろという意思をお父さんを通じて伝えた。

(30) 旨苅 OH量ーさ倒苅OH- .t:i:!.~ ]~ーと記一例|さ 2 2} 01口再掲)

namjaaedeureun nyeojaae-bogo gyae-neun jib-e gan moyangida， 

男の子たちは女の子ζあの子は家に帰ったみたい、
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(37)は主語(お母さん)がお父さんという人物を仲介し意思を伝達しているため、主諾が相

手(私)と向かい合っている状況ではないが“bogo"の使用は自然である。 (30)は「女の子ごあ

の子jで向一人物であるが、女の子は会話の状況から見て既にその場にいないと判断される。

また、1.2で取り上げた以下の伊jも直接対話する場面でないが、自然であると既述した。

(11)忍歪}一主き包-!:1:!..::iJ.出品|一九雲口2 恕仁ト

j印出wa-lodor弔問n出迎nal位 gajohdagohay悶 sda.

電話で 弟 に天気がいいと言った。

(再掲)

上記のようにr(視覚的に)見えるj、「自の前にあるjといった場面でなくても“bogo"が許

容されることが確認、できる。つまり、直接対話する場面でなくても“bogo"は用し 1られる。

ところで、“bogo"はそれが文中で、動認か助詞かの判断が難しい場合がある。

(38)a. 岳会~-!:1:!.::ïJ.単品 i 一九蚕口平交~O.

dongsaeng-~腔naJssi-gajohdago hae路da.

弟 に天気がいいと言った。

b.きさ3一室主己立出品トコ}歪口::iJ.恕仁t.

dongsaeng-盟llx連盟naJssi-gajohdago hae鎚da.

弟 を見て天気がし 1し吃言った。

((11)の再掲)

(38a)の場合、「弟ニ天気がいいと言ったJとも、 f弟ヲ見て天気がいいと言ったjとも解釈

できる。もし、もとの形が(38b)の「弟Z星エJであり、“eul(ヲ)"が省略され(38a)の形にな

ったとすれば、“ege"の代用として“bogo"が現れるのは、このような“bogo"が持つ暖

味さ、つまり、動認としての解釈を排除できないためであるとも考えられる。これは

“deoleo"の場合と似ており、文法化の途中であるがゆえに持つ性質で、あろう。

従来は、このような性質を持つがゆえに“bogo"は自に見える相手でなければならない

とされる場合があったが、本稿の検討を通じ、必ず必要とされる条件でないことを明らか

にした。しかし、 (38)のような動詞か助詞かの識別が難しい場合も存在することから、

“bogo"の本来持つ動詞としての性質が、結果として“bogo"の出現に影響を与えること

は否めず、文法化がまだ定着していない証拠ともなる。

本稿は、“bogo"を与格助言可として認める立場に立つが、他の与格助詞よりは格助詞とし

ての機能が完全でないと考える。

5. まとめと今後の課題

本稿では、韓国語の“ege"の代用形態である“deoleo"と“bogo"を取り上げ生起条件

について述べた。また、“e"の先行名詞についても検討した。
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本稿の主張は、“e"は有生物をとり、“deoleo"と“bogo"はそれぞれで生起条件が異な

るということであった。以下、簡略にまとめる。

1)無生物に付くとされる“e"は、基本的には 3人称の無生物化された名詞に後接する。

f自己j、「己jといった形式が用いられる場合は、人称を関わず“e"が用いられる。

2)“deoleo"は、使役性を帯びる文で出現する。使役性が弱いかないとされる場合は不自

然となる。

3)“bogo"は、話し手と聞き手が面と向かつて発話する状況が求められるとされたが、産

接対話する場面でなくても使用される。

しかし、残る問題も多い。まず、無生物化については十分な記述ができなかった。また、

今回はそれぞれの助詞を観察したが、相互の意味範囲に演して明らかにすることができな

かった。仮定であるが、“ege"と“deoleo"、“bogo"の関係は以下のように示せるのでは

なし 1かと考える。詳細な検討は今後の課題となるが、“bogo"が使われた文を“deoleo"に

は壁き換えができない(ll) 、 (30)のような例文が見られ、また、使役性を帯びる文((25)~(28))

で“bogo"が文法的であるという理由からである。
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